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村の鳥の山鳩です。今年も咳ろしくお願(対します(写真提供:中小針良ーさん)
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ぼくたちも元気いっぱいがんばります(須釜児童館おゆろぎ会より).
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平成16年 1吊広報たまかわ
平成16年 1月広報たまかわ

夫次

玉川村長

車問

決
意
を
新
た
に

元
気
で
夢
の
あ
る
村
づ
く
り

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
春
を

迎
え
、
村
氏
の
皆
殺
の
ご
健
勝
を

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
ご
多
幸
と
ご
繁
栄
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
村
政
各
般
に
わ
た
り

温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
、

お
か
げ
さ
ま
で
、
た
ま
か
わ
文
化

体
育
館
、
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム

た
ま
か
わ
荘
等
の
完
成
な
ど
、
諸

事
業
が
計
画
通
り
推
進
、
そ
し
て

村
政
も
順
調
に
推
移
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

健
康
で
希
望
に
満
ち
た
平
成
同
年

の
新
春
を
迎
え
、
皆
様
と
と
も
に
心

か
ら
お
慶
び
巾
し
上
げ
ま
す
。

村
氏
の
皆
様
に
は
、
村
政
を
は
じ

め
、
村
議
会
運
営
に
対
し
ま
し
て
御

支
援
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

依
然
、
国
内
の
経
済
は
低
迷
し
、
不

況
と
い
う
長
い
ト
ン
ネ
ル
か
ら
抜
け

出
せ
ず
、
政
治
、
経
済
、
金
融
等
国

際
情
勢
も
混
迷
し
続
け
、
厳
し
い
年

で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
は
低
温
と
日
照
不

足
に
よ
り
、
冷
害
に
見
舞
わ
れ
た

農
家
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
空
と
緑

J
新
山
呼
吸
す
る
た

ま
か
わ
」
の
創
造
を
目
指
し
、
初

心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
決

意
を
新
た
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。デ

フ
レ
の
時
代
に
入
り
山
数
年

経
過
致
し
ま
し
た
。
経
済
構
造
の

空
洞
化
が
進
み
、
今
後
も
製
造
基

地
が
、
日
本
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
へ

と
シ
フ
ト
の
変
転
が
予
想
さ
れ
、

ま
た
、
世
界
を
震
揺
さ
せ
た
サ
1

ズ
の
流
行
や
、
イ
ラ
ク
戦
争
な
ど
暗

い
年
明
け
と
な
り
、
追
い
討
ち
を
か

け
る
か
の
ご
と
く
、
夏
に
は
長
雨
と

異
常
低
温
、
日
照
不
足
に
よ
り
、
農

作
物
は
平
成
5
年
以
来
の
不
作
に
見

舞
わ
れ
、
農
家
経
済
は
も
と
よ
り
本

村
経
済
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
ま

し
た
。一

方
、
経
済
面
で
は
、
後
半
に
は

金
融
機
関
の
不
良
債
権
の
整
理
な
ど

改
革
が
進
み
、
平
均
株
価
が
1
万
円

台
を
回
復
し
、
わ
ず
か
な
が
ら
明
る

い
兆
し
が
見
え
は
じ
め
て
お
り
ま

す
c

「
夢
の
あ
る
た
ま
か
わ
」

「
未
来
に
誇
れ
る
た
ま
か
わ
」
を英

玉川村議会議長

西川良

大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

社
会
環
境
に
お
い
て
も
、
少
子
高

齢
化
、
高
度
情
報
化
、
地
方
分
権

と
合
併
問
題
、
一
躍
用
問
題
、
価
値

観
の
多
様
化
な
ど
、
大
き
な
変
革

の
時
代
で
あ
り
ま
す
。

「
住
ん
で
良
か
っ
た
と
一
言
わ
れ

る
村
づ
く
り
」
「
夢
の
あ
る
村
づ

く
り
」
を
日
指
し
て
、
計
画
的
な

財
源
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、
知

恵
を
出
し
合
い
、
汗
を
流
し
合
い
、

連
帯
と
協
調
の
も
と
に
各
種
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
中
で
も
、

福
島
県
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
、

そ
し
て
人
・
物
・
情
報
な
ど
の
交

流
基
地
と
し
て
、
昨
年
に
引
き
続

き
空
港
利
活
用
の
促
進
、
空
港
周

辺
整
備
事
業
を
促
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た

森
に
し
ず
む
文
化
都
市
と
し
て
あ

ぶ
く
ま
新
高
原
都
市
構
想
、
及
び
、

東
京
一
極
集
中
の
是
正
と
多
極
分

散
型
国
土
形
成
に
対
応
し
た
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
ハ
イ
ウ
エ
ー
の
全
線

開
通
、

F
I
T
構
想
な
ど
将
来
を

期
す
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

現
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
民
生
活
の
面
で
も
、
環
境
に

優
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

な
ど
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か

し
な
が
ら
快
適
な
生
活
が
求
め
ら

ま
た
、
村
内
に
お
い
て
も
特
別
養

護
老
人
ホ
1
ム
た
ま
か
わ
荘
や
、
た

ま
か
わ
文
化
体
育
館
が
完
成
し
、
計

画
さ
れ
た
施
設
の
整
備
が
着
実
に
進

み
、
高
齢
者
等
の
福
祉
の
拠
点
と
な

る
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
合
わ
せ

て
、
一
福
祉
活
動
や
健
康
づ
く
り
が
展

開
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
お
り

ま
す
。し

か
し
、
依
然
地
方
を
取
り
巻
く

情
勢
は
極
め
て
厳
し
く
、
地
方
分
権

を
始
め
少
子
高
齢
化
、
行
財
政
改
革
、

高
度
情
報
化
に
伴
う

I
T
化
の
推

進
、
教
育
の
あ
り
方
、
環
境
保
全
の

取
り
組
み
、
子
育
て
支
援
、
農
業
や

商
工
業
等
産
業
の
活
性
化
、
雇
用
の

確
保
、
町
村
合
併
な
ど
大
き
な
課
題

に
直
面
し
て
お
り
、
行
政
の
真
価
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
玉
川
村
が
誕
生

し
て
半
世
犯
を
自
前
に
、
「
夢
の
あ

る
た
ま
か
わ
、
未
来
に
誇
れ
る
た
ま

か
わ
」
づ
く
り
の
た
め
、
「
自
ら
の
地
域

に
対
し
て
住
民
は
何
が
出
来
る
の
か
」

が
大
切
で
あ
り
、
住
民
ひ
と
り
一
人

が
参
加
し
、
当
面
す
る
課
題
に
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
取
り
組
む
こ
と
が
極

め
て
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

私
ど
も
議
会
と
し
て
は
、
議
会
制

民
主
主
義
の
機
能
を
十
分
発
揮
し
、

村
民
の
声
を
村
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
議
会
と
村
当
局
と
が
車
の
両
輪

2 

れ
て
お
り
ま
す
。
村
民
ひ
と
り
一

人
が
幸
福
を
実
感
で
き
る
、
人
に

や
さ
し
い
活
力
あ
る
玉
川
村
を
目

指
し
て
、
各
種
事
業
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。今

日
の
厳
し
い
財
政
環
境
を
十

分
に
認
識
し
、
今
年
も
、
生
活
環

境
整
備
、
道
路
網
の
整
備
、
付
加

価
値
農
業
の
確
立
、
商
工
業
の
育

成
、
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
の
福

祉
の
充
実
、
健
康
で
元
気
な
村
づ

く
り
、
吏
に
は
時
代
に
対
応
で
き

る
人
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
司
的
達
成
に
向
け

て
、
最
善
の
努
力
を
尽
く
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本

年
も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

の
ご
と
く
、
村
政
伸
展
の
た
め
全
力

を
傾
注
し
な
が
ら
、
議
会
の
使
命
を

果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

民
同
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

E 
干す
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J1i~~たまかわ平成 16年 1 月

12月号で学謹保持のアンケート結果を紹介しましたが、

己質問(136件〉の一部を要約してと紹介いたします。

害医学麓傑祷を実施して欲しい!

1 :現宏、;子供を克てくれる人がいないので欝けませんが、児童クラブが出来れば撞く撃が出来るので院かりま

:私の家では必要ありませんが、共働きや認ミ子家躍も増えて来ていますo i壊の市出7村でも学童保持があC
ので、出来れ拭良いと患います。

~予{共にとっても良いのでは!?

1 :吾{共達は友達とのふれあい者通して人器関係やたくさんのことを学ぶ撃が出来るので、児謹クラブi立与供達

にとっτ多く

:最近ではそ子{共遼が巻き込まれる事件も増加しているので、挙校や地域ぐるみでミ子供連を守っていかなければ

いけないと患います。

掛鴎題はないの?

1 :あれば安心して利用出来ると患いますが、どれくらいの方が利用出来るのでしょうか?どとに出来るのでし

しょうか?蕗設響理者以どの様な7きになるのでしょうか?と不安iこな

学校の{籍出を壊したり、無くしたりという問題が出るので諒?

菩供を見る大人の数はどうなるのでしょうか?

離祖父躍の方のご、意晃iま?

1 :預ってもらえるのなら、安心して地仕事に出かけられるので設いと思う。

2:担父母のいる家既については、

投票日前でも直接投票箱に投繋できる

期 日前投票制度
公職選挙;去の一部が設託され、新たに f異~B間投票制震j が議j設されました。この軒度によ己、従来の不在者投

票のように、投票用紙を封諮に入れて、それに署名するといった手続きが不要となり、投票がしやすく怠り

投票嬉総理E
内封筒へ

広報たまかわ平成16年 1月

シリーズ市町村合併 ⑧ 

{こ船引簡にある f由村地155前村合併協議会j事務問と、二本松市にある「東北

し、協議会設麓までの経緯と取り組みについて研修を仔ってきました。今月話、

その研修の内容と額疑応1答を中むにお知らせいたしますc

{田村地方5町村合併協議会】
はじめに、協議会の副会長である渡辺常葉師長から、 f中とその間近とで、搭議ができることのないようにクラ

スタ…方式を顎り入れ、それぞれの地域の特性を活かし容がら、権援を残していくこと。議会議員数を現在の70入か

も26人にすることなどが確認されているjとあいさつがありました。事務馬からの説明iま次のとおりです。

①協議会設立までの経緯

13年9月、出村地方前村会の籍上、郡内前村担当課長老メンバーとする、田村地方行財政研究会を設立すると

これを度切りに、田村地方自7討議長会、島村地15fL域自政研罰金等でそれぞれの情報交援、調査研究悲行つ

平成14年10月、龍村地方6釘村任意合併協議会を設立。幹事会、専門部会等を開催しながら検記して窓たが、合

年、小野田が離脱し、現任5!llJ村となっcいる。

②協議会の取り組み

毎月 1園、 5釘村持ち白りの会場で協議会を開寵しているほか、 3つの小委員会、幹事会等を関穫しながら、新市建
設計罷の策定、協議会だよりの発行、霊祭誠心爪開法相判部十日竿時

間1:広主義浩路、{華強姐理などのfLi~仔殻はどうなるのか。

1 :平成17年2月末{こ5前村がそれぞれ脱退し、 3月iこ新市とし七混入する。

関2::主義的、Jj¥堅持JIま今回の合併に加入していないが、寝務の負担についてはどうなるのか。

営2:2留と新吊で負担となるだけで、その点では侍ら変わちはない。

3:註畏の意向をどのように睡いたのか。

議3:合併しなiすればやっていけないという表明が一番先。醗談会等で説明していくうちに合併した万が畏いという惹

売が多数を出めた。 性民に，t禽報を出して合併に関する知識を浸透ミさせていくことが弘襲。

間4:議員の方々の三解は簡単仁詩られたのか。

舘4:町村長の考え万が一歪である。パンフレ、ジト等で[このようにしますよjということを溝報として流すことが大

切。わ力、ってもらえるよう努力した。

間5:これまで一番熱心だったのは長部局か、議会か、住民力、。

5:最初の窃り出しは釘村撲である。懇談会の参加が以前より多くなっできたので、関/(j¥が高まってきたのかなと患

っている。

{二本松緩東北違地方任意合併協議会}
り、次のとおり説明がありました。

①協議会設立までの経緯

5持{こ広域奇政推進協議会が設立され、社会的、地域的必要性を機討し、合{井が磁要との結論に議した。住民感

談会等を行い、生毘の部が高まるのを簿ったが、 E互応や盛り上がりがなく、最経的iこ4首長が政治的な判断をして任意
合併協議会を設立した。

り組み

今年 1 月 iこ琵窓会併読議会を設立して以来、日 1~2口の会議を関濯し、

行等を汚いながら、法定協議会への移行iこ向けて協議が進んでいる。

間1:広場行政管内での合併について検討誌なかったのか。

ちの発

1 :二本松市長が南連31llJ村に芦をかけたが、

のごとであった。
り、南濃地元は合併については時期尚早であると

間2.二本松市に議入されるような形に克えるが。

筏2:編入合併では芯く、対等合併せある。

3 : j支対の議識はいなかったのか。

笛3:少しはいたが、その蔀震説暁を待ってきている。

玉川符合f井研究会でlet， 12月に会議夜間催した経、

して合併研究会としての提言を行うごとにしています。
平成16年

4 



平成16年 1毘

所得申告相談が始まります

広報たまかわ

態を公表します

平成16年?月

村職員の定員管理等

広報Tこま台、わ

住民税や所得税の申告時期を迎えました。持では個人宛に申告案内通知蓄を送付し、パソコンにより

詔談業務を行っております。なるべく指定された日に申告をされますようと、協力をお願いいたし訴す。

一般行政職の級部職員数の状況〈平成15年4耳1日現在)

申告に持参するもの
の申告案内通知欝

@印鑑、申告蓄の金融機関等の口霞欝培及び通犠印

③会社員や日態いなどの給与所得の万i誌、 j摂祭徹夜票又

@事業所簿者iま収支之内部雲、

申告をしていただく方
16任 1月1日現在で玉川村に住所があり、平成

15年中に所得がおったすべての方が申告しな{すればなり

ません。主主主該当者は次のとおりです。

ビス業主よどの事業夜話んでいる

@土地(山林〉や建物を売った議会の譲渡院建がある万

ケ所以上から給§などの受払いを受けた方や、途中

で会社等を静めた丹、絡をきの地にも高簿のあるお

地代、家龍、年金等)

③王手盆所得者

参事

総務課長

1.2 

4 

5.0 

事

。。 12 

14.8 

15 

18.5 

職議滋〈人)

構成比(%)

(注)上記以外に、 t吏議議〈調理員)職議2名を喜め村の犠嘉数は83名です

φ革委摂得者は公的年金等のj原泉数11文票

③笠命、損害、個人年金の探検料控除註鵠警

③医療費控誌を受ける場合i立、主主ムった鎮坂毒

③5忠良年金保険料の領収議

社会保険の任意謎続をされている方は

受払った社会保験料の鎮坂議

@申告凌とされる7言及び扶養する15b'{陣惑をもっている場

住宅所得特部控除を受ける

6…定の所iこ郵務していなし1方、または謡務先から役場

へ給与支払報告書が提出されていない万

⑦前年中に病気や失灘中で全く所得の毛よかった15も、そ

の昌を唱し出てくだEざい。

⑬確定申告議(税務善から送付された万のみ)

住宅取得特賠控除を受ける方へ

須釜公民館

午謡9時~午前11詩15分

午後 1鰐~午後4時30分

申告棺談日程表

東部地rx

担受信時開

就業改謡センター

蝿申告会場

頭部地翠

部門別職員数の状況(各年4月1日現在)

岩法寺一斉!日午前のみ)1 E1 (月)蒜生j虫!ぷ;101ゴ(火)

し)

⑤源熊徴収票fY'J須3在地IX

2 EI (火)

3 1=1 (7j<_) 

4 E1 (水)

小潟地i玄
12日{本)

13日(金)

160 (月)

{増改築の議会〕
j忍i辻新田地EE〈午後)

l翁須釜一斉IS(午ilij・)
I 5日(金)

JlI辺Jth12(
17日{火)

18 El (水)

19 F1 (木)

定縄選正化計踏の年次進捗状況(各年4月1日現在)

主計:;十云-十 ;;十二二一一卜…
一ーャ 鳴

J イナニ

も

iヒ須釜地区

議当日iこ申告できなかった方

※税務欝かちの通知があった方は税務署の通知が罷先します。
※指定された日に申告できない方1(3:，毒誌でお気軽にご相談ください。
(間合わせ先) 五)11村役議税務課 岱 57…4622

8 El (月)

9 E! (大)

10日(7J()

158 (丹)

岩法寺地i玄

24EI (大) I 
25訂(水) I 

26日(水)

27日(金)

20 EJ (金)

23日(丹)

「
元
気
な
た
ま
か
わ
村
」

が
快
挙

前
回
の
ふ
る
さ
と
C

い
た
、
玉
川
村
の

C

M

な
た
ま
か
わ
村
」
が
、

A
C
C
・

C
M
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
ノ
ミ
ネ

ー
ト
さ
れ
、
な
ん
と
東
北
フ
ァ
イ

ナ
リ
ス
ト
の
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
の

C

M
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
大
変
権
威
の
あ
る
も
の
で
、
普

段
テ
レ
ビ
ぜ
流
れ
て
い
る
C
M
が

数
多
く
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
の

ち
な
み
に
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い

た
の
は
、
燃
焼
系
で
お
な
じ
み
の

あ
の

C
M
G

「
一
定
丸
な
た
ま
か
わ
村
」
は
、

流
企
業
の

C

M
と
互
角
川

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

7 



校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

玉
川
第
一
小
学
校
の
校
内
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
、
日
月
7
日
(
金
)
に

行
わ
れ
ま
し
た
口

今
ま
で
は
、
役
場
周
辺
の
道
路

で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

か
ら
村
氏
グ
ラ
ン
ド
を
出
発
し
て

文
化
体
育
館
へ
と
向
う
コ

l
ス
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
今
ま
で
、
マ
ラ
ソ

ン
カ

l
ド
を
作
り
、
ど
の
位
走
っ
た
、

何
屑
走
っ
た
な
ど
を
記
入
し
な
が
ら
、

朝
や
昼
休
み
に
練
習
し
て
き
ま
し
た

D

そ
の
成
果
を
十
分
出
し
切
る
よ
う
に
、

み
ん
な
精
一
杯
走
っ
て
い
ま
し
た
。

お
年
寄
り
と
ふ
れ
あ

のお仕事、ご苦労さまです

勤労感識の白老前にした11月218(金)。却唯園、{呆青所、

児童館の園児達が、いろいろな職場を訪れ、「笛巴のお仕事

ご苦労さまですjと花などの贈り物をしました。

かわいいお客様の、あたたかい贈り物仁、笛笑顔がごぼれ、

日頃の疲れも吹き飛んでしまいました。

ありがとうございました。

-つ

四
辻
分
校
で
は
、
日
月
幻
日
(
木
)

に
お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い
会
を

開
催
し
ま
し
た
口

地
区
の
お
年
寄
り
の
方
々
と
一

緒
に
、
竹
と
ん
ぽ
作
り
な
ど
の
工

作
を
し
た
り
、
輪
投
げ
を
し
た
り

と
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
遠
の
学
習
田
で
採

れ
た
も
ち
米
で
、
餅
を
つ
き
、
一

緒
に
食
べ
ま
し
た
口
最
後
に
は
、
す

劇
「
花
さ
か
じ
い
さ
ん
」
を
披
露
し
、

大
き
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

お
年
寄
り
の
方
々
も
、
本
当
に

楽
し
い
一
目
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
楽
し
み
ま
し
た

多
須
釜
幼
稚
園
で
は
、
今
年
も
日
月

い
回
目
(
金
)
に
、
劇
団
「
赤
い
ト
マ
ト
」

い
の
人
形
劇
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
赤
い
ト
マ
ト
」
は
夫
婦
2
人
だ
け

い
に
よ
る
手
作
り
の
人
形
劇
で
、
毎
回
、

い
ユ
ー
モ
ア
の
中
に
も
ど
こ
か
ほ
っ
と

刊
す
る
、
そ
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内

い
容
の
話
し
を
し
て
く
れ
ま
す
。
す
が

い
ま
幼
稚
園
に
は
昨
年
に
引
き
続
い
て

の
来
図
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
祖
父
母
参
観
の
日
で
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

一生懸命がんばったよ、ぉゅうぎ会
12月68(土)にすがま幼稚冨と泉保育所で、 12月ア自

(自)には、いずみ幼稚園と須釜児童館でそれぞれおゅう

ぎ会が任われました。

三子ども達は、この己のために練習してきた劇や歌など

を、一生懸命発表しました。

どこの会場も、家族など大勢の人が詰めかけ、最後ま

で盛んな拍手を送っていました。

い
つ
も
お
い
し
い
食
事
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

日
赤
奉
仕
団
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
、
毎
月
、

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
方
々
を

招
待
し
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。

日
月
幻
日
(
金
)
に
は
、
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー
で
、
日
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
早
く
か
ら
、
ま
ぜ
ご

は
ん
、
煮
魚
、
み
そ
汁
な
ど
の
料
理

を
準
備
し
ま
し
た
。

今
回
招
待
さ
れ
た
方
は
は
人
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
楽
し
く
食
事
を
し
ま
し
た
。

8 

フ

玉
川
第
小
学
校
で
は
、
日
頃
学

習
し
て
き
た
成
果
な
ど
を
地
域
の

方
々
に
発
表
す
る
、
玉
一
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
、
日
月
日
日
(
土
)
に
開
催

し
ま
し
た
。

ま
ず
最
初
に
体
育
館
で
、
全
体
発

彩
表
や
合
唱
な
ど
を
披
露
し
、
続
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
に
移
動
。
各
学

年
ご
と
に
、
玉
川
村
の
施
設
や
歴
史
、

産
業
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
て
き
た
こ

と
を
発
表
し
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
形
式

に
し
て
進
め
る
な
ど
、
児
童
達
が
地

域
の
方
々
と
ふ
れ
合
い
な
が
ら
、
い

き
い
き
と
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

9 



夫

広報への掲載を希望されない場合は、窓口への届け出の

際にお申し出ください。

(12月14日まで届出分)

保護者名

手目

出生児氏名

奈谷ゲ羽九
、m
d
u
t

地匿名

岩法寺

ロホ

-・保

-・保

己J{Aの健康ごよみ

14臼(水)

15日(木)

20日(火)

21臼(水)

国民年盆は、国が貫任をもって運営する公的年金で、

日本に住む20歳から60歳までのすべての人が加入する

こととなっています。

国民年金などの公的年金制度は、やがて訪れる長い老

後の収入を約束してくれる唯一の年金制度なのです。

また、老後の保障だけでなく病気やけがで障害が残っ

たり、亡くなられたときにも年金を受給し、思いがけな

い人生の[万が一jもサポートしてくれます。

新成人のみなさん、将来の安心のために国民年金に加

入し、保険料を納めましょう。

消費税が変わります

重平成16年4月1日以後開始する課税期鶴(個人事業者

は平成17年分、法人は平成17年3月末決算分)から次

のように変わります。

①事業者免税点の上隈が、 3，000万円から1，000万円

に引き下げ

②簡易課税制度の適用上限が、 2億円から5，000万円

に引き下げ

圃平成16年4月 1臼から、消費者に「値札Jやf広告jな

どで価格を表部する場合には、消費税(地方消費税を

会む)を富んだ麦払総額の表示を義務付ける「総額表

示方式Jがスタートします。

ー顧問い合わせ 須費)11税務署

平成16年1月1日から、消防自動車の緊急出勤時の

サイレン芭が変わります。

①火災出動のときポンプ車 はしご車等のサイレンは、

「ウーウーウー力ン力ン力ンj

②救回出動等(火災出動以舛)のとき救助工作車・ポンプ

璽のサイレンは、「ウーウーウ-J
-問い合わせ
須員川地方広域消拓本部警防課

10 

n0248-76-3111 

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付を

いただきました。厚く御礼申し上げますc

(村社会福祉協議会)

記

玉JI/山野草会から議末たすけあい募金として

20，000丹

1歳児棺談会・

午後 1時~

新米パパの育児教室・

午後6時~

すくすくクラブ・

午前10時~

三種混合予防接種・・・・・・・・・・・・・保

午後O時45分~
3""'4ケ倍児健診.............公

午後 18寺30分~

献血

午後3時~5時

3歳児換診

午後1時30分~

ミ子育て何でも栂談日 ・・・・・・・・・・・保

午前10時~午後4時
育児教室..• 

午後 1時~

保:保{建センター
込品』五二ふらベ~~~説副

-・・役i君
・・保

ロホ

238C金)

27日(火)

28日(水)

村黒民税

国民健康保険税

【納期限は1月26日(月)です。忘れずに納めましょう】

第4期分

プ期分
12月号の、ふくしま駅伝の記事の中で、 5区[関根

正明j選手とあるのは、「関根昌明j選手の誤りでした。

お詫びして訂正いたしますc

「
玉
川
ふ
る
さ
と
館
」

「
ト
レ
l
ニ
ン
ク
ル
ー
ム
」

が
オ
ー
ブ
ン

た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
の
中
に
整
備

を
進
め
て
い
た
「
玉
川
ふ
る
さ
と
館
」

が
、
ロ
月
お
日
(
木
)
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。施

設
は
、
航
空
ゾ
l
ン
と
歴
史
・
民

俗
ゾ

i
ン
と
か
ら
成
っ
て
お
り
、
航
空

ゾ
i
ン
に
は
航
空
工
学
や
飛
行
機
の
歴

史
な
ど
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
あ

る
コ
ー
ナ
ー
や
、
飛
行
機
の
操
縦
体
験

が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
歴
史
・
民
俗
ゾ

1
ン
に
は
、

玉
川
村
の
有
形
・
無
形
文
化
財
や
、
歴

史
に
つ
い
て
の
各
種
資
料
が
展
示
し
て

あ
り
ま
す
。

開
館
時
間
は
午
前
日
時
か
ら
午
後
6

時
。
休
館
自
は
毎
週
月
曜
日
と
年
末
年

始
で
す
。

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

l
ム
」
は
1
月
6

日
(
火
)
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
本
格
的

な
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ

i
ン
や
、
エ
ア
ロ

バ
イ
ク
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
に
は
事
前
の
予
約
と
利
用
券
の

購
入
が
必
要
で
す
。
開
館
時
間
は
午
前

9
時
か
ら
午
後
9
時
。
休
館
日
は
毎
週

月
曜
日
と
年
末
年
始
で
す
。

問
い
合
わ
せ

公
民
館
。
(
訂
)
4
6
3
2

ふるさと舘の航空ゾーン

各種マシーンが並んだトレーニンクルーム
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母子保健⑪】

今月は、母親が夫や家族と共にミ子育てをしているという

実感があるかということについてお伝えします。

51.3 

[シリーズ

書竜

各市町村が、 30秒のCMでふるさとをアピールする

12003ふくしまふるさとCM大賞J。今回は「花いっぱい

たまかわ村jで挑みました。審査の結果は、見事演技員に

輝き、前回の大貫に続き、 2年連続の入賞を果たしました。

審査会のようすは次により、 KFB福島放送で放送されま

すのでご覧ください。

1月5日(月) 午後3時から

.，f，，--..1d .~す .~ð， 

必:0'" ペY ペア
‘申さ〉 必入) "，"eV 円。ν 止め〆 J.'-r3'" 

，.... 1わ)0 るいv

夫と一緒にミ子育てをしているという実感はありますかと

いう質問に対しては「いつも感じているj、「わりと感じて

いるjと答えた人が71.2%でした。5年前の調査ではこ

の割合は60.4%だったので夫が育児に協力しそれを実感

できている母親が10%以上増加しているという結果とな

りました。また、家族と共にミ子育てをしているという実感

がありますかという質問に対しては「いつも感じているJ、
「わりと感じているJと答えた人が69.9%でした。 5年前

の調査では69.8%だったのでほとんど変化はありません

でした。いずれにしても、約2割の母親が自分ひとりでそ子

育てをしていると感じているので、今後も家族みんなが協

力した吾首ての大切さについて積極的に伝えていくl必要が

あります。

母ミ子保健シリーズは今月で最終回となります。次回から

は、三子どもの食生活についてお伝えします。

% 
60 

50 

40 

30 

20 

10 

0 

回 は演技ゐフ
お

さ心J

@-'V 
火y

--..0 
U 

玉
川
村
へ
は
、
正
月
、
お
盆
、
春
秋

組

『人生イカにいきてますJ
横浜市

育

心に残る我がふるさと

賃 道 夫 さ ん
(南須釜出身)

E孟室盟且監量Ijjji明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
東
京
玉
川
会
コ
ー
ナ
ー
へ
は
2
度

目
に
な
り
ま
す
。

私
は
現
在
、
横
浜
市
青
葉
区
に
住
ん

で
お
り
ま
す
。
こ
の
地
域
は
「
港
ヨ
コ
ハ

マ
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
い
、
市
北
西
部

に
位
置
す
る
振
興
住
宅
地
で
す
。
東
名

高
速
横
浜
青
葉
イ
ン
タ
ー
も
近
く
、
仕

事
上
車
で
の
移
動
が
多
い
事
も
あ
り
、

家
族
共
々
大
変
気
に
入
っ
た
環
境
で
す
。

私
が
故
郷
を
後
に
し
た
の
は
、
昭
和

U
年
3
月
。
当
時
は
長
男
以
外
は
東
京

へ
就
職
す
る
の
が
当
た
り
前
の
時
代
で

し
た
。
私
は
四
歳
で
し
た
が
、
日
歳
で

集
団
就
職
さ
れ
た
方
々
の
場
合
、
親
も

本
人
も
大
変
寂
し
い
思
い
を
さ
れ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
あ
れ
か
ら
認
年
、
私
も

り
っ
ぱ
な
「
中
年
オ
ヤ
ジ
」
に
な
り
ま
し

た
。

の
彼
岸
、

5
月
の
連
休
、
そ
の
他
と
帰

省
し
ま
す
が
、
そ
の
都
度
空
港
を
中
心

に
発
展
し
て
い
る
故
郷
は
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
「
釣
り
パ
カ
日
誌
」
で
す
が
、

現
在
も
イ
カ
退
治
に
励
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
は

1
0
0
回
程
の
釣
行
で
、
釣
病

歴
も
8
年
に
な
り
ま
し
た
。
釣
り
人
の

朝
(
夜
)
は
早
く
、
午
前
3
時
起
床
、
横

須
賀
市
長
井
港
へ
急
行
で
す
。
午
前
7

時
出
船
、
午
後
3
時
帰
港
、
午
後
4
時

頃
帰
宅
の
パ
タ
ー
ン
で
す
。
庁
亭
主
元

気
で
留
守
が
い
い
H

と
我
が
家
の
オ
ク

サ
マ
に
は
大
変
歓
迎
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
写
真
の
鯛
は
、
ヤ
リ
イ
カ
を
エ

サ
に
釣
り
上
げ
た

5
・
5
キ
ロ
の
大
物

(
メ
ス
)
で
す
。
人
間
で
い
え
ば
熟
女
と

い
っ
た
サ
イ
ズ
で
す
。

こ
の
週
末
も
、
北
風
の
城
ヶ
島
の
海

は
私
を
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
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